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2
0
1
4
年

大
学
創
立
50
周
年
! !

入
学
式 

よ
う
こ
そ
！
名
古
屋
学
院
大
学
へ

学
部
長
・
研
究
科
長
就
任

CMYK

Ver.G



26.4.18
terry

26.4.19
terry

26.4.23
冨田

26.4.30
terry

26.5.12
桑原

26.5.20
丸山

1980
フレデリック・C・クライン博士

瀬戸品野台学舎に全学移転

1964

1989

1997

2014

2007
大学開学（大幸町）

1968

L.L.授業の開始

1983瀬戸キャンパスチャペル 献堂

大学院開設

創立25周年・外国語学部開設記念祝賀会

名古屋キャンパス

瀬戸キャンパス

名古屋キャンパス開設

1964年に開学して50年、これまで本学に賜りまし
たご厚情に対し、改めて心より感謝申し上げます。本
学ではこれからの新たな時代の名古屋学院大学像
を示した「名古屋学院大学中長期計画-Look 
Forward2014-2023-」を策定いたしました。教職
員一丸となって大学改革を推進して参りますので変
わらぬご支援・ご協力を心よりお願い申し上げます。

今年本学が創立50周年を迎えることができたの
は、同窓生の皆さま、大学内外の関係者各位、保護
者の皆さまのご支援・ご指導の賜物と御礼申し上げ
ます。今後もより魅力的で社会に貢献できる教育組
織をめざすとともに、いっそう丁寧な教育と充実した
支援体制で学生の「気づき」と「志」を支援し、未来
を担う人材の育成に努めてまいります。

学
長
挨
拶

理
事
長
挨
拶
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新入生オリエンテーション
2013年度 主なクラブ活動実績

6

2014年度入試結果と
2015年度入試に向けて

 7

地（知）の拠点整備事業
（大学COC事業）だより

8

シリーズエッセイ$1

「日本語教員」………今仁 生美
9

大学創立50周年
理事長挨拶
学長挨拶
50周年記念棟「希（のぞみ）館」建設中
瀬戸キャンパス体育館リニューアル

1・2

3・4 入学式を挙行
2013年度 学位記授与式を挙行
2014年度スタート

5 活躍するNGU生
………………………神谷 茜さん

Information
2013・2014年度 新任教職員紹介
行事予定 2014年6月～11月

13・14

12 2014年度 予算報告

50周年記念棟建設募金と
教育研究振興資金募金の
お礼とお願い

11

10 私の講義日誌#0

「学生の基本知識と
論理的思考力を伸ばし、
質の高い判断ができる人材へ」
………………………秋山 太郎

瀬戸キャンパス　体育館リニューアル
12月9日（月）大学創立50周年記念事業として行われた瀬戸キャンパ

ス体育館リニューアルの竣工式を執り行いました。今回のリニューアル
では、アリーナに空調機を新設したり、床を国際大会で使用されるタラフ
レックスシートにするなど大規模なリニューアルを行いました。今後、授業
等教育の場ではもちろん、地域・社会貢献の場としても期待されます。

のぞみ

50周年記念棟  「希館」建設中

名
古
屋
学
院
大
学
は
、

2
0
1
4
年
度
に
記
念
す
べ
き

創
立
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。

米
国
メ
ソ
ジ
ス
ト
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
教
会
の
宣
教
師
Ｆ
．Ｃ
．ク
ラ

イ
ン
博
士
に
よ
り
1
8
8
7
年

に
創
設
さ
れ
た
私
立
愛
知
英
語

学
校（
同
年
、名
古
屋
英
和
学
校

に
改
称
）
を
前
身
と
し
て

1
9
6
4
年
に
開
学
し
ま
し
た
。

創
立
者
の
理
念「
敬
神
愛
人
」は

建
学
の
精
神
と
し
て
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す
。

キ
リ
ス
ト
教
主
義
に
基
づ
い
た

人
間
教
育
を
通
じ
て
、隣
人
愛

あ
ふ
れ
、主
体
的
に
考
え
行
動
す

る
国
際
教
養
人
を
育
成
し
、研

究・活
動
等
の
社
会
へ
の
還
元
に

よ
り
地
域
お
よ
び
国
際
社
会
に

貢
献
す
る
こ
と
を
使
命
と
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
大
学
の
発
展
を
支

え
て
下
さ
っ
た
方
々
の
ご
理
解
と

ご
支
援
に
深
く
感
謝
す
る
と
共

に
、今
後
、教
育
研
究
の
質
を
さ

ら
に
高
め
、地
域・産
業
界・国
際

社
会
と
の
連
携
を
推
進
し
、よ
り

一層
飛
躍
い
た
し
ま
す
。

現在、名古屋キャンパスでは50周年事業として、新棟「希館」の建設
を進めています。学生支援の拠点となる教育学習センター・学生支援
センター、学生が自主的に活動するスペース等を集約し、よりいっそう
充実した教育環境を整えます。（2015年1月完成予定）

学
長
　木
船 

久
雄

理
事
長
　稲
垣 

隆
司

2014年 大学創立 周年

建設中の希館完成予想図
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2
0
1
4
年
度

入
学
式
を
挙
行

2
0
1
4
年
4
月
1
日（
火
）、名
古
屋
国
際
会
議
場
セ
ン
チ
ュ
リ
ー

ホ
ー
ル
に
て
、キ
リ
ス
ト
教
の
礼
拝
形
式
に
則
り
、入
学
式
を
挙
行
し
、

今
年
度
は
学
部
生
1
4
3
7
名（
編
入
学
含
む
）、大
学
院
生
54
名
、

留
学
生
別
科
生
20
名
の
入
学
生
を
迎
え
ま
し
た
。

式
で
は
髙
見
伊
三
男
宗
教
部
長
の
聖
書
朗
読
・
祈
祷
、木
船
久
雄

学
長
の
式
辞
が
あ
り
ま
し
た
。式
辞
で
は
①
本
学
の
建
学
の
精
神

「
敬
神
愛
人
」に
つ
い
て
、②
大
学
生
と
し
て
の
学
び
の
ス
タ
イ
ル「
主
体

的
に
学
び
、自
ら
考
え
、自
ら
の
意
見
を
も
つ
」、③
社
会
人
予
備
軍
と

し
て
の
心
得「
社
会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
、挨
拶
の
大
切
さ
」、と
い
う

３
点
に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、大
学
院
・
学
部
・
留
学
生
別
科
の
新
入
生
代
表
に
よ
る

宣
誓
が
行
わ
れ
、式
終
了
後
に
は
本
学
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
で
入
学

を
祝
い
ま
し
た
。

大
学
院

経済経営

外国語学

通信教育課程

合　計

研究科
博士後期課程博士前期課程・

修士課程

1年 1年 2年2年 3年
合計

学生数（学部・大学院・留学生別科） 2014年5月1日現在

 32 37 4 3 7 83

 3 8 ― ― ― 11

 12 24 3 0 5 44

 47 69 7 3 12 138

学

　部

留学生別科

学　部 1年 2年 3年 4年 合計

 434 440 383 517 1,774

 320 349 290 372 1,331

 152 166 ―   ―   318

 258 245 243 239 985

 166 154 134 108 562

 95 92 70 100 357

 1,425 1,446 1,120 1,336 5,327 40

総合計 5,505

法学部

外国語学部

スポーツ
健康学部
リハビリテーション

学部

合　　計

商学部

経済学部

※人間健康学部人間健康学科・リハビリテーション学科の学生は、
　スポーツ健康学部・リハビリテーション学部に加算

2
0
1
3
年
度

学
位
記
授
与
式
を
挙
行

2
0
1
4
年
3
月
14
日（
金
）名
古
屋
国
際
会
議
場

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
ー
ル
に
て
2
0
1
3
年
度
学
位
記
授
与

式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。式
で
は
讃
美
歌
が
歌
わ
れ
、髙

見
伊
三
男
宗
教
部
長
に
よ
る
聖
書
朗
読
の
後
、木
船
久

雄
学
長
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
同
日
、在
学
中
の
4
年
間
を
通
し
て
、学
業
や
課

外
活
動
、地
域
社
会
で
の
奉
仕
活
動
に
お
い
て
特
に
優
秀

な
成
績
・
成
果
を
修
め
た
学
生
を
表
彰
す
る
学
長
表
彰

式
を
挙
行
。木
船
学
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

新
入
生
を
迎
え
、総
勢
5
5
0
5
名
で

2
0
1
4
年
度
ス
タ
ー
ト
。

2
0
1
4
年
度
は
新
た
に
学
部
生
1
4
2
5
名
、

大
学
院
生
54
名
、留
学
生
別
科
20
名
の
新
入
学
生
を

迎
え
、学
部
学
生
数
5
3
2
7
名（
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
＝

4
4
0
8
名
、瀬
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
＝
9
1
9
名
）、大
学
院

生
数
1
3
8
名
、留
学
生
別
科
生
40
名
の
総
勢

5
5
0
5
名
で
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

経済学部 （3名）

経済学科 堀 拓哉
 石島 健太郎
政策学科 廣田 真衣子

商学部 （2名）

商学科 後藤 拓
経営情報学科 岡崎 友哉

スポーツ健康学部 （2名）

スポーツ健康学科 山口 功祐
 大鹿 亜実

リハビリテーション学部 （1名）

理学療法学科 野末 琢馬

外国語学部 （4名）

英米語学科 遠藤 俊弘
 林 英治
中国コミュニケーション学科 久保 実咲
国際文化協力学科 大坪 愛李

表彰された皆さん
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4月7日（月）に各学部で新入生オリエンテーションを実施しました。
友人や教員らとの交流を深めるきっかけとなり、大学の雰囲気に早く慣れ、充実した

学生生活を送ることができるよう毎年行われています。今年度もウォークラリーや
フィールドワークなど各学部趣向をこらしたオリエンテーションとなりました。

2013年度もさまざまなクラブが活躍し、下記のとおり優秀な成績を収めました。
今年度、各クラブの大会出場予定は随時ＨＰにアップしていきます。

　
　地
建
物
取
引
主
任
者（
宅
建
）と
は

ど
の
よ
う
な
資
格
で
す
か
？

宅
地
又
は
建
物
の
売
買
・
賃
借
な
ど
の

契
約
時
に
重
要
事
項
の
説
明
な
ど
を
行
う

国
家
資
格
で
す
。将
来
、不
動
産
業
界
は

も
ち
ろ
ん
、金
融・住
宅・保
険
な
ど
様
々
な

業
界
で
使
え
る
の
が
宅
建
で
す
。

　
　建
を
取
得
し
よ
う
と
思
っ
た

き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
大
学
へ
入
学
し
何
か
物
足
り
な
い
な
ぁ

と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、不
動
産
を
扱
う
家

族
に
勧
め
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
挑
戦
し
ま

し
た
。合
格
率
全
国
平
均
１５
％
の
資
格
が

取
れ
た
ら
ス
ゴ
イ
ん
じ
ゃ
な
い
！？
と
思
っ
て

宅
建
に
し
ま
し
た
。

　
　強
方
法
や
合
格
必
勝
法
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

私
の
場
合
、勉
強
は
イ
チ
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
で
し
た
。毎
週
の
講
義
の
復
習
が
特
に

大
事
で
、日
々
の
積
み
重
ね
が
合
格
に
つ
な

が
り
ま
す
。私
は
計
画
的
に
勉
強
し
て
適

度
に
遊
び
、息
抜
き
を
し
て
い
ま
し
た
。

資
格
講
座
開
講
中
は
受
講
者
用
の
自

習
室
が
あ
り
、整
っ
た
環
境
で
勉
強
で
き
た

こ
と
も
よ
か
っ
た
で
す
。自
習
室
で
は
行
政

書
士
や
公
務
員
を
目
指
し
て
い
る
人
に
質

問
や
相
談
に
の
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。他
学

部
の
人
と
も
仲
良
く
な
り〝
勉
強
友
達
〞と

わ
い
わ
い
し
た
の
も
い
い
思
い
出
で
す
。

　
　強
を
し
て
い
て
辛
か
っ
た
こ
と
、

嬉
し
か
っ
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
辛
か
っ
た
こ
と
は
、１
年
目
の
挑
戦
で
落

ち
た
こ
と
。当
時一緒
に
勉
強
し
て
い
た
２
人

の
友
人
は
合
格
し
、私
だ
け
不
合
格
で
と
て

も
悔
し
か
っ
た
で
す
。

嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
、や
は
り
合
格
し
た

こ
と
で
す
。２
年
目
は
毎
日
１
時
間
で
も

問
題
を
解
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。

で
も
、一番
嬉
し
い
こ
と
は
資
格
を
通
し
て

人
脈
が
広
が
っ
た
こ
と
で
す
。先
生
や
先
輩

方
、一緒
に
資
格
取
得
を
目
指
し
た
仲
間
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
で
も
仲
良
し

で
す
。

　
　の
資
格
を
将
来
ど
の
よ
う
に

活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
か
？

　
資
格
を
活
か
し
て
住
宅
メ
ー
カ
ー
で

働
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。さ
ら
に
宅

建
は
、フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
や

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
な
ど
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

を
目
指
す
と
き
に
も
活
か
せ
る
と
思
い

ま
す
。

　
　頑
張
っ
て
い
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
。

　
就
職
活
動
で
す
。就
職
活
動
を
通
し

て
仕
事
の
大
変
さ
を
今
ま
で
以
上
に
感

じ
、親
の
偉
大
さ
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。

将
来
ど
ん
な
人
間
に
な
っ
て
い
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、自
信
を
持
っ
て
胸
を
張
っ

て
生
き
て
い
き
た
い
。そ
う
な
れ
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
。

　
大
学
生
活
で
何
か
挑
戦
し
た
い
！
　

自
分
を
高
め
た
い
、就
活
に
不
安
、友

達
が
ほ
し
い
…
と
い
う
人
は
ぜ
ひ
宅
建

に
限
ら
ず
、資
格
に
挑
戦
し
て
く
だ
さ

宅

こ今

勉 勉

宅

「 宅 地 建 物 取 引 主 任 者（ 宅 建 ）合 格！！」

interview
活躍するNGU生

主なクラブ活動実績主なクラブ活動実績主なクラブ活動実績主なクラブ活動実績

男子
バスケットボール部

第84回 東海学生バスケットボールリーグ戦
Aブロック1位（愛知1位扱い）
エイトリーグ（旧1部リーグ）に昇格〈東海5位〉

男子
バレーボール部

第6回愛知大学男女バレーボールリーグ戦 秋季大会
優勝、2部昇格 女子

バレーボール部

第5回 愛知大学男女バレーボールリーグ戦春季大会
1部3位
第6回愛知大学男女バレーボールリーグ戦 秋季大会
1部4位

日本拳法部 第53回 中部日本学生拳法選手権大会 男子団体の部: 3位

少林寺拳法部

名古屋
フットサルクラブ

第9回 日本大学フットサル大会 東海地区予選
決勝トーナメント3位

ボクシング部

ラグビー部 2013東海学生ラグビーリーグ 優勝 A2リーグ自動昇格

中部学生新人トーナメント ライトウェルター級 準優勝　
第83回全日本選手権大会ボクシング競技 東海ブロック予選
ライトウェルター級 優勝・全日本選手権大会に出場決定
第68回国民体育大会兼全日本選手権大会 愛知県選考会
ライトフライ級 優勝
バンタム級 準優勝 
ライトウェルター級 優勝・愛知県代表に決定
中部学生新人戦
フライ級 優勝、バンタム級 優勝

2013年愛知県少林寺拳法大会
一般男子二段の部：2位（2名）
一般男子級拳士の部：3位（2名） 4名が全国大会へ出場
第10回少林寺拳法東海学生新人大会
男子立合評価法 軽量級 第1位、男子単独演武 有段の部 第2位
男子自由組演武 有段の部 第2位（2名）

名古屋軟式野球部 新人戦 優勝

馬術部

第48回中部学生自馬競技大会
団体：三種目総合 2位、総合馬術競技 3位
個人：中障害飛越競技 2位、総合馬術競技　2位
第48回中部学生馬術女子選手権大会 2位、4位　
全日本学生選手権大会 12位
第26回中部学生フレンドシップ馬術大会
学生賞典馬場馬術競技 1位、中障害飛越競技100 1位、
中障害飛越競技110 1位

女子
バスケットボール部

第84回 東海学生バスケットボールリーグ戦
Aブロック1位（愛知1位扱い）
エイトリーグ（旧1部リーグ）に昇格〈2次リーグ進出・東海4位〉

硬式野球部 平成25年度 愛知大学野球秋季リーグ戦 優勝・2部昇格

2014年度も個人競技・団体競技ともにさらなる活躍を期待しています!

2013年
度

新入生オリエンテーシ
ョン風景

外国語学部
フィールドワーク

（南知多グリーンバレイ）

スポーツ健康学部
スポーツ交流会

リハビリテーション学部
フィールドワーク
（瀬戸市探訪）

経済学部
クラス対抗ウォークラリー
（熱田区内散策）

商学部
フィールドワーク
（リトルワールド）

法学部
フィールドワーク

（宝探し in 岐阜県岩村）

商学部
経営情報学科4年

神谷 茜さん

い
。勉
強
し
て
い
る
と
き
は
辛
く
て
も
、

合
格
し
た
ら
自
分
の
自
信
に
な
り
ま

す
。オ
ス
ス
メ
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

かみ や あかね
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26.4.17
terry

26.4.19
terry

26.4.23
冨田

26.4.30
terry

26.5.12
桑原

26.5.16
terry

26.5.20
とくたけ

経済
総合政策
商

経営情報
法
英米語

中国コミュニケーション
国際文化協力
スポーツ健康
理学療法

経済

※第2～3志望合格者は合格学科に算入。

学　部

総　計

学　科
全体

志願者

女子
2013

全体 女子
2014

全体

合格者

女子
2013

全体 女子
2014

全体

入学者

女子
2013

全体 女子
2014

商

法

外国語

スポーツ健康
リハビリテーション

 1,701 181 1,573 175 942 108 1,003 134 322 23 312 26
 653 112 778 125 443 85  541 83 132 17 122 16
 1,056 248 873 227 486 138 561 150 246 68 236 65
 553 95 389 105 283 63 287 81 112 21 84 23
 600 101 872 110 444 82 628 87 172 20 152 19
 660 352 955 516 387 201 485 282 156 86 179 105
 108 65 98 58 70 43 81 51 37 21 23 11
 246 153 238 145 156 102 176 111 57 38 56 37
 571 95 718 152 284 58 303 67 154 28 166 31
 683 211 769 216 187 65 199 70 96 33 95 28
 6,831 1,613 7,263 1,829 3,682 945 4,264 1,116 1,484 355 1,425 361

2014年度オープンキャンパス日程
名古屋キャンパス
（経済・現代社会・商・法・外国語・国際文化・スポーツ健康・リハビリテーション学部対象）

瀬戸キャンパス
（スポーツ健康・リハビリテーション学部対象）

7月26日（土）・27日（日）
10：00～15：30

8月10日（日）
10：00～14：30

2014年度入試結果と　
2015年度入試に向けて

※上記のほか、センター試験利用入試（前期・中期・後期）も
　実施します。個別試験は実施しません。

10月4日（土） ●  AO入試

12月13日（土） ● スポーツ推薦入試（中期）

試験日 試験区分

12月13日（土）

11月8日（土） ● 文化系活動推薦入試

11月8日（土） ● スポーツ推薦入試 （前期）

12月13日（土）

12月13日（土） ● 指定校推薦入試 （こどもスポーツ教育学科）

1月30日（金）
31日（土）
2月1日（日）

● 一般入試 （前期）

2月25日（水） ● スポーツ推薦入試(後期）

3月12日（木） ● 一般入試（後期）

2月25日（水） ● 一般入試 （中期）

● 特別奨学生入試

● 一般推薦入試 （こどもスポーツ教育学科）

● 一般推薦入試 （後期）12月13日（土）

2
0
1
4
年
度
入
試
は
、18
歳
人
口

が
前
年
度
よ
り
約
5
万
人
減
少
し
て

い
る
中
、7
2
6
3
名
の
総
志
願
者
数

と
な
り
前
年
度
よ
り
6.3
％
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
。こ
の
結
果
、こ
こ
5

年
間
で
志
願
者
数
は
3
4
1
7
名
の

増
加
と
な
り
、ほ
ぼ
倍
増
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

入
学
者
に
つ
い
て
は
、1
4
2
5
名

と
多
く
の
新
入
生
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
、法
学
部
に
つ
い
て
は
1
5
2

名
の
入
学
者
と
な
り
順
調
に
開
設

2
年
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

（
下
表
参
照
）。

次
に
2
0
1
5
年
度
入
試
の
ト
ピ
ッ

ク
ス
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

2
年
前
か
ら一
般
入
試
、セ
ン
タ
ー

試
験
利
用
入
試
で
導
入
し
ま
し
た

ネ
ッ
ト
出
願
に
つ
い
て
は
、昨
年
度

志
願
者
の
約
97
％
の
方
に
ご
利
用
い
た

だ
き
ま
し
た（一般
入
試
前
期
、セ
ン
タ

ー
試
験
利
用
入
試
前
期
）。今
年
度

か
ら
は
、特
別
奨
学
生
入
試
、一
般
入

試
、セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
試
に
つ
い

て
、ネ
ッ
ト
出
願
の
み
で
の
出
願
と
な

り
ま
す
。ネ
ッ
ト
出
願
に
よ
り
、願
書
の

請
求
が
不
要
で
24
時
間
出
願
が
可
能

と
な
り
、入
学
検
定
料
の
負
担
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、昨
年
度
か
ら
実
施
し
ま
し
た

入
学
金
と
原
則
4
年
間
の
学
費
全
額

が
免
除
さ
れ
る
特
別
奨
学
生
入
試
に

つ
い
て
、募
集
人
員
が
全
体
で
20
名

か
ら
25
名
へ
拡
大
さ
れ
ま
す
。こ
れ
に

よ
り
、さ
ら
に
学
業
成
績
や
人
物
が
特

に
優
れ
る
方
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

し
、社
会
に
有
為
な
人
材
を
育
成
し
て

い
き
ま
す
。各
入
試
の
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
、2
0
1
5
年
度
入
試
要
項
を

ご
請
求
い
た
だ
き
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

最
後
に
新
学
部・学
科
の
ご
紹
介
で

す
。2
0
1
5
年
4
月
よ
り
、名
古
屋

キ
ャ
ン
パ
ス
に
現
代
社
会
学
部
現
代

社
会
学
科
、国
際
文
化
学
部
国
際

文
化
学
科・国
際
協
力
学
科
を
、瀬
戸

キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部

こ
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科
を
開
設

予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。本
学
で
は
、

こ
れ
か
ら
も
次
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

学
部・学
科
を
再
編
し
、充
実
し
た
教

育
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。ま
た
、

下
記
日
程
の
と
お
り
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
を
実
施
し
ま
す
。新
設
学
部
・
学

科
に
つ
い
て
も
模
擬
講
義
や
学
部・学

科
紹
介
を
実
施
す
る
予
定
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
、ご
家
族
・ご
友
人
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

2015年度入試日程 人（女子は内数）
2014年度入試結果
（各入試区分を合算）

11月9日（日） ● 指定校推薦入試

11月8日（土）
9日（日） ● 一般推薦入試 （前期）

名
古
屋・瀬
戸
で

C
O
C
キ
ッ
ク
オ
フ・フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

地（知）の拠点
整備事業だより
（大学ＣＯＣ事業）

歴史観光
まちづくり

歴史を継承し
観光を育む

減災福祉
まちづくり

暮らしの基盤を
底上げする

名古屋
学院大学

地域の活力を
牽引する

地域商業
まちづくり

大学COC事業特設サイトが
完成しました。
2014年4月、大学COC事業特設サイトを開設しまし
た。まちづくりを実践する数多くのプロジェクトを総称し
て「PROJECT＆Ｎ（プロジェクト・アンド・エヌ）」と名
付け、学生が主体となって地域を盛り上げていきます。
サイト内では、さまざまなプロジェクトの最新情報やニュ
ース、イベント情報などを紹介しています。ぜひご覧くだ
さい。

名古屋国際会議場に
ＣＯＣブースを開設します
名古屋国際会議場の1号館2Ｆセンチュリーホール横の展
示スペースに、本学のＣＯＣ事業に関する取組みを紹介す
るブースを開設します。在学生が中心となって活動する取
組みのパネルや写真等を掲示していく予定です。ブース内
には椅子やテーブルも設
置されていますので、お近く
にお越しの際はぜひお立
ち寄りください。 プロジェクト＆N　COC事業 検索

2
0
1
3
年
、本
学
の
取
組
み
が
文
部

科
学
省「
地（
知
）の
拠
点
整
備
事
業
」

（
大
学
C
O
C
事
業
）に
採
択
さ
れ
ま
し

た
。こ
れ
は
、地
域
の
課
題
解
決
に
向
け

て
自
治
体
等
と
連
携
し
な
が
ら「
地
域
再

生
の
核
と
な
る
大
学
」を
文
部
科
学
省
が

バッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
事
業
で
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
の
立
地
す
る
名
古
屋
市・瀬

戸
市
と
連
携
し
て「
地
域
商
業
」「
歴
史

観
光
」「
減
災
福
祉
」の
３
つ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
か
ら
地
域
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

1
月
11
日（
土
）本
学
名
古
屋
キ
ャ
ン

パ
ス
白
鳥
学
舎
ク
ラ
イ
ン
ホ
ー
ル
、2
月

8
日（
土
）に
は
瀬
戸
蔵
多
目
的
ホ
ー
ル

に
て「
地（
知
）の
拠
点
整
備
事
業（
大
学

C
O
C
事
業
）キ
ッ
ク
オ
フ・フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
開
催
し
ま
し
た
。こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
市

民
の
皆
様
に
本
学
の
取
組
み
を
広
く
ご

理
解
頂
く
場
と
し
て
開
催
し
、多
く
の
方

の
ご
出
席
を
賜
り
ま
し
た
。

入倉憲二氏（名古屋市副市長）
杉本義彦氏（四間道・那古野界隈まちづくり協議会）
伊藤紀子氏（日比野商店街振興組合 副理事長）
松坂浩史氏（文部科学省大臣官房総務課法令審議室長）
木船久雄　（本学学長）
コーディネーター：井澤知旦（本学経済学部教授）

山田真司氏（瀬戸市交流活力部 部長）
鈴木政成氏
（㈱中外陶園代表取締役、瀬戸市まるっとミュージアム観光協会会長）
水野教雄氏（陶芸作家）
後藤昭子氏（瀬戸市市民活動センター）
木船久雄　（本学学長）
コーディネーター：曽我良成（本学リハビリテーション学部教授）

経
験
を
も
と
に
高
井
氏
に
お
話
し
頂
き

ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、本
学
教
員
に
よ
る

取
組
み
報
告
の
後
、東
海
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
高
井一氏
に
よ
る
基
調
講
演『
地
域

の
宝
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
―
ま
ち
の

現
場
を
歩
い
て
―
』

を
開
催
。担
当
番

組
で
2
0
0
を
超
え

る
地
域
を
歩
い
た

基
調
講
演
の
後
は
、そ
れ
ぞ
れ
地
域
・

行
政
に
関
わ
る
方
々
を
お
招
き
し
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
。大
学
、地
域
、

行
政
の
立
場
か
ら
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

パネリストの皆さん［名古屋］

パネリストの皆さん［瀬戸市］
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26.4.22
平林冨田

26.4.30
terry

26.5.10
terry

学
生
た
ち
の
夢
を
応
援
す
る

教
員
が
熱
く
語
り
ま
す
。

私
の講

義
日
誌
30

学生の基本知識と論理的思考力を伸ばし、

質の高い判断ができる人材へ

私
は
経
済
学
部
で「
マ
ク
ロ
経
済
学
」と「
現

代
経
済
学
」の
講
義
を
担
当
し
て
い
ま
す
。こ

こ
で
は
、こ
れ
ら
の
科
目
と
関
連
付
け
て
、経

済
学
を
学
ぶ
目
的
や
意
義
な
ど
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
す
。

私
た
ち
に
と
っ
て
今
以
上
の
経
済
的
な
繁
栄

が
必
要
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
議
論
は
あ
り
ま

す
が
、現
時
点
で
判
断
す
る
限
り
で
は
、私
た

ち
は
そ
れ
に
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な
い
の
が
現

状
の
よ
う
で
す
。経
済
は
私
た
ち
の
生
活
の
土

台
で
あ
り
、経
済
的
な
問
題
は
つ
ね
に
私
た
ち

の
身
近
に
あ
り
ま
す
。日
用
品
の
値
段
や
住
宅

ロ
ー
ン
の
計
画
、資
産
運
用
、政
治
評
価
や
景

気
の
こ
と
な
ど
関
心
事
は
様
々
で
す
。こ
れ
ら

を
考
え
る
た
め
に
必
要
な
基
本
知
識
が
不
足

し
て
い
る
と
、自
分
自
身
で
判
断
が
で
き
ず
、

模
倣
主
義
的
な
行
動
に
走
ら
ざ
る
を
え
な
く

な
り
、こ
れ
ま
で
、こ
の
よ
う
な
行
動
自
体
が

深
刻
な
経
済
危
機
を
引
き
起
こ
す
原
因
に
も

な
っ
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
何
よ
り
、そ
の
時
に

も
っ
と
も
被
害
を
受
け
た
の
は
こ
う
い
っ
た
人

た
ち
で
し
た
。

私
が
担
当
す
る「
マ
ク
ロ
経
済
学
」は
、経
済

に
関
わ
る
問
題
を
考
え
る
上
で
必
要
な
基
本

知
識
を
付
け
る
と
と
も
に
、論
理
的
な
思
考
方

法
の
習
得
を
目
的
と
し
ま
す
。経
済
学
を
含
め

た
社
会
科
学
は
、因
果
律
を
用
い
な
が
ら
事
象

間
の
相
互
依
存
関
係
を
論
理
的
に
理
解
し
て

い
き
ま
す
。こ
う
し
た
思
考
方
法
が
身
に
付
く

と
、様
々
な
問
題
に
対
し
て
妥
当
性
の
高
い
判

断
を
短
時
間
で
導
き
出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。し
か
し
な
が
ら
、こ
れ
だ
け
で
は
不
十
分

で
、実
際
に
何
ら
か
の
判
断
を
導
き
出
す
機
会

が
必
要
で
す
。こ
れ
を「
現
代
経
済
学
」で
実
践

し
て
い
ま
す
。そ
こ
で
は
基
本
知
識
の
習
得
よ

り
も
、自
分
な
り
の
判
断
・
解
答
を
導
き
出
す

た
め
の
ス
キ
ル
習
得
に
ウ
ェ
イ
ト
を
置
い
て
授

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。基
本
的
知
識
と
論
理

的
な
思
考
力
、そ
し
て
高
い
判
断
能
力
を
持
つ

人
材
を
社
会
に
送
り
出
す
こ
と
を
意
識
し
な

が
ら
、日
々
の
講
義
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

秋山 太郎
あき やま た ろう

経済学部准教授

外
国
語
学
部
に
は
日
本
語
教
員
養
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。日
本
語
の

教
員
に
な
り
た
い
人
や
、日
本
語
を
勉
強
し
て

い
る
人
た
ち
の
手
助
け
を
し
た
い
人
な
ど
が
受

講
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

修
了
し
た
学
生
た
ち
の
中
に
は
海
外
の
大
学
や

学
校
で
教
え
て
い
る
人
た
ち
も
い
て
、今
で
も

帰
国
す
る
と
大
学
に
立
ち
寄
って
く
れ
ま
す
。

日
本
語
の
教
員
は
、一見
す
る
と
簡
単
な
仕

事
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。日
本
語
を
母
語
に
す

る
人
で
あ
れ
ば
み
ん
な
日
本
語
を
話
せ
る
の
で

す
か
ら
、楽
勝
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
よ
ね
。で

も
、実
際
は
、と
て
も
難
し
い
職
業
な
の
で
す
。

日
本
語
学
習
者
は
、た
と
え
ば
、「
夏
の
と
き
は

暑
い
で
す
」の
よ
う
な
文
を
書
き
ま
す
。「
夏
は

暑
い
で
す
」と
書
い
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

で
は
、な
ぜ「
夏
の
と
き
は
暑
い
で
す
」は
不
自

然
な
の
で
し
ょ
う
か
。「
そ
う
い
う
風
に
決
ま
っ

て
い
る
の
だ
か
ら
」と
い
う
の
で
は
日
本
語
学
習

者
は
納
得
し
ま
せ
ん
。実
は
、ち
ゃ
ん
と
使
い
分

け
の
ル
ー
ル
が
あ
る
の
で
す
。皆
さ
ん
も
考
え
て

み
て
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
で
、よ
い
日
本
語
教
員
の
条
件
と
は

何
で
し
ょ
う
か
。こ
れ
は
と
て
も
難
し
い
質
問
で

す
。十
年
く
ら
い
前
の
こ
と
で
す
。日
本
語
が
ゼ

ロ
の
学
生
が
名
古
屋
学
院
大
学
に
入
学
し
て
き

ま
し
た
。私
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
学
生
を
そ
の
学

生
の
会
話
の
相
手
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し

た
の
で
す
が
、心
の
中
で
は
と
て
も
心
配
で
し

た
。プ
ロ
グ
ラ
ム
の
学
生
は
何
も
で
き
な
い
だ
ろ

う
と
思
っ
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、初
日
、プ
ロ
グ
ラ
ム
の
学
生
は
暗

い
表
情
の
相
手
を
見
る
な
り
、そ
の
手
を
自
分

の
両
手
で
包
み
、「
僕
の
名
前
は
◯
◯
で
す
。

よ
ろ
し
く
！
」と
言
っ
た
の
で
す
。す
る
と
、相
手

の
顔
が
ぱ
っ
と
明
る
く
な
り
ま
し
た
。相
手
を

思
い
遣
る
優
し
い
心
、そ
れ
が
日
本
語
教
員
に

最
も
大
事
な
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

外
国
語
学
部
教
授

外
国
語
学
研
究
科
長

今
仁 

生
美

 いま
 に
 
い
く
 み

日本語教員
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26.4.11
田畑

26.4.15
terry

26.4.19
terry

26.4.23
冨田

26.4.30
terry

　本学は、今年、創立50周年を迎えます。その記念
事業の1つとして名古屋キャンパスに校舎「50周年
記念棟」を建設いたします。広くご醵金を募集してお
り、在校生のご父母のみなさまには任意ではございま
すが何卒ご支援を賜りたくお願い申し上げます。

■教育研究振興資金募金 （2013年10月1日～2014年3月31日受付分） 〈6件〉 980,000\

50周年記念棟建設募金と
教育研究振興資金募金のお礼とお願い

名古屋学院大学

「名古屋キャンパス50周年記念棟建設募金」の
お願いについて

1万円以上10万円未満
その他

ヘンリーヤマシタ

名古屋学院大学 財務課募金係　TEL：（052）678-4084

教職員関係 〈5件〉940,000円
匿名希望1件
木下政宣
三井哲 匿名希望2件

50万円以上
10万円以上20万円未満
1万円以上10万円未満

〈1件〉40,000円

■50周年記念棟建設募金 （2013年10月1日～2014年3月31日受付分）

※順不同

〈278件〉 22,598,000\
在校生父母関係 〈55件〉790,000円 教職員関係 〈139件〉14,160,000円

稲垣隆司 玉木武義 占部憲一 浅見富貴江 梅本和泰
木船久雄 岡田千尋 西中利也 松村邦彦 奈良章
福井智 持田辰郎 星和徳 渋山照夫 山本親
小野田茂利 水野晶夫 中田晃 八亀五三男 山田隆
荻巣秀樹 近藤和夫 赤楚治之 小川文雄
伊藤信義 遠藤賢治 横山知美 加藤雅信 原田寿美子
今村薫 山内義廣 青木一治 中田晴美 藤森修
箕浦太郎 林暁雄 鈴木眞雄 水田健一 矢澤雅
因田義男 近藤俊雄 三井哲 内藤和美 末安堅二
鈴木巧 匿名希望2件
リンダドーナン 安藤りか 角潤 梶原壽 干場義之
岩崎愛 玉田沙織 古本裕子 江利川良枝 三浦哲男
三谷竜彦 柴田育利 酒井博章 小野経男 小林記之
新城岩夫 水野純 村上麻己子 中村昌美 猪子治美
田口恵実 渡辺秀樹 萩野貴史 冨田修 豊平桂子
野村良和 有薗智美 鈴木隆 國井義郎 齊藤久美子
伊東佑太 松永公廣 上田佳英 瀧井美津 南出行信
武市明人 廣美里 髙森哉子 伊藤真理子 沖村多賀典
加藤鐐吉 吉田達矢 橋之口幸一郎 高見伊三男 今井辰也
児玉政和 宍戸明美 青木敏信 石川智世 太田弘敏
東城佳代 味澤克彦 安藤圭一 金田安世 粂川訓子
菅原理紗子 谷下沢豊文 伊藤良 稲葉諭香 岡西哲夫
可知れい子 笠原英城 吉田正 今井潔 佐藤律久
小西綾子 小西崇之 小島千明 小林豊 神野雅司
川村隆子 梅村圭一 肥田朋子 米田吉孝 鈴木允人
齋藤健治 髙木直人 賀川千恵子 新藤康史 渡邊晶規
飯島憲子 阿部太郎 金愛慶 平野孝行 柴田安祝
匿名希望7件

10万円以上20万円未満
10万円未満

同窓生 〈57件〉1,388,000円
10万円以上20万円未満

10万円未満

その他 〈1件〉100,000円
暠友会 会長 鈴木章10万円以上20万円未満

50万円以上
30万円以上40万円未満

20万円以上30万円未満

10万円以上20万円未満

10万円未満

企業・法人 〈26件〉6,160,000円
ＴＡＣ株式会社 トヨタ情報システム愛知株式会社 ビルクリーナー株式会社 ＡＩＵ損害保険株式会社 株式会社文教
共同印刷西日本株式会社 瀬戸信用金庫
ホシザキ東海株式会社 ミソノサービス株式会社 株式会社プロンプト 株式会社浦野設計 株式会社染谷運道具店
株式会社アペックス 株式会社トミタグリーンサービス 三浦電気株式会社 富士ゼロックス株式会社 名古屋ビルサービス株式会社
匿名希望1件
トップハウジング株式会社 代表取締役 岩村清司 株式会社ビートップスタッフ 東海ガス株式会社 有限会社一粒社
株式会社キーキャリア 株式会社マイセック 東洋プリディア株式会社 匿名希望1件

50万円以上
20万円以上30万円未満
10万円以上20万円未満

10万円未満

学生納付金
手数料
寄付金
補助金
資産運用収入
資産売却差額
事業収入
雑収入
帰属収入合計
基本金組入額合計
消費収入の部合計

科  目
消費収入の部

'14年度予算 '13年度予算 差異（'14-'13）
5,826,455
134,485
87,000
509,280
54,743

0
20,075
212,330
6,844,368

△ 3,384,676
3,459,692

5,608,047
113,520
42,000
420,460
68,703

0
20,375
57,201

6,330,306
△ 334,554
5,995,752

218,408
20,965
45,000
88,820

△ 13,960
0

△ 300
155,129
514,062

△ 3,050,122
△ 2,536,060

人件費
 　（内退職給与引当額）
教育研究経費
　（内減価償却額）
管理経費
　（内減価償却額）
借入金等利息
資産処分差額
徴収不能引当金繰入額
予備費
消費支出の部合計
当年度消費収支差額
前年度繰越消費収支差額
翌年度繰越消費収支差額

科  目
消費支出の部

'14年度予算 '13年度予算 差異（'14-'13）
3,635,147
(265,537)
2,251,359
(637,461)
469,900
(27,271)
3,212
0
0

50,000
6,409,618

△ 2,949,926
△ 4,547,104
△ 7,497,031

434,750
6.4%

3,414,766
（36,047）
2,307,964
（566,372）
394,906
（27,827）

4,376
0
0

50,000
6,172,012
△ 176,260
△ 3,987,739
△ 4,164,000

158,294
2.5%

220,381
(229,490)
△ 56,605
(71,089)
74,994

（△556）
△ 1,164

0
0
0

237,606
△ 2,773,666
△ 559,365
△ 3,333,031

276,456

2013年度決算関係書類（財産目録・貸借対照表・収支計算書・監事及び独立監査法人による監査報告書・事業報告書）及び2014年度予算書類・事業計画書は、
5月末日までに名古屋キャンパス白鳥学舎財務課および瀬戸キャンパス総合事務部で縦覧できます。なお、本学ホームページでも公開いたします。

●資金収支計算書

2014年度予算総括表（学校法人会計基準による）

学生納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産運用収入
資産売却収入
事業収入
雑収入
借入金等収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
収入の部合計

（単位：千円、単位未満四捨五入） ※ '13年度予算は当初予算額

科  目
収入の部

'14年度予算 '13年度予算 差異（'14-'13）
5,826,455
134,485
87,000
509,280
54,743

0
20,075
212,330

0
1,091,850
1,387,937

△ 1,295,850
4,357,333
12,385,638

5,608,047
113,520
42,000
420,460
68,703

0
20,375
57,201

0
1,097,020
1,277,793

△ 1,155,381
4,228,336
11,778,074

218,408
20,965
45,000
88,820

△ 13,960
0

△ 300
155,129

0
△ 5,170
110,144

△ 140,469
128,997
607,564

人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
予備費支出
資金支出調整勘定
次年度繰越支払資金

支出の部合計

科  目
支出の部

'14年度予算 '13年度予算 差異（'14-'13）
3,655,105
1,613,898
442,629
3,212

146,000
3,089,119
149,557
77,081
390,949
70,000

△ 491,560
3,239,648

12,385,638

3,442,785
1,741,592
367,079
4,376

146,000
146,000
42,554

1,346,769
448,000
70,000

△ 306,000
4,328,919

11,778,074

212,320
△ 127,694
75,550
△ 1,164

0
2,943,119
107,003

△ 1,269,688
△ 57,051

0
△ 185,560
△ 1,089,271

607,564

●消費収支計算書

学校法人名古屋学院大学の2014年度予算は
3月11日に理事会と評議員会で承認されましたので概略をお知らせします。

■ 資金収支計算書
資金収支計算書は、当該年度の諸活動に対応する全ての収入、支出の内容を明

らかにすることと、支払資金の顛末を明らかにすることです。
支払資金は前年度繰越支払資金が43.57億円で次年度繰越支払資金は32.4億

円となり、施設・設備の充実に努めるため11.17億円減少しております。

■ 消費収支計算書
消費収支計算書は、当該年度の帰属収入合計（借入金等の負債となる収入は除

く）から基本金組入額を控除した「消費収入の部合計」と当該年度に消費する「消費
支出の部合計」を比べて「消費収支差額」を算出する構造になっています。これによ
り当年度の収支の均衡や経営状態の健全性を判断することができます。また、基本
金組入額は主に当年度および将来取得する施設・設備の取得資金額です。
２０１４年度の帰属収入は68.44億円となっています。基本金組入額は33.85億円と
なっています。全て第１号基本金で、５０周年記念棟（希館）建設、名古屋キャンパス
新用地取得、クラブハウス改築などの施設・設備関係支出、白鳥学舎隣地購入時の
借入金返済額の組入れによるものです。この結果、消費収入の部合計は34.6億円と
なります。消費支出の部合計は64.1億円で当年度消費収支差額は29.5億円の支出
超過となっています。学校法人の運営を財務面からみるもっとも重要な帰属収支差
額は4.35億円の収入超過となります。

財務情報の
公開について

帰属収支差額
帰属収支差額比率

目的別事業経費内訳
（50周年記念事業、名古屋キャンパス新用地取得、合同教室改修、クラブハウス改築除く）（単位：千円）

教育支援
363,857 17.6%

奨学金
160,490 7.7%

管理運営
221,431 10.7%

図書・学術
77,554 3.7%

公共料金
176,117 8.5%

施設保守
309,736 15.0%

スクールバス
133,001 6.4%

研究
145,628 7.0%

学生募集
264,452 12.8%

情報
142,925 6.9%

学生サービス
76,108 3.7%

■ 2014年度の主な事業内容
●創立５０周年記念式典をはじめ各種行事の開催、教育環境のさらなる充実のため
名古屋キャンパスに５０周年記念棟（希館）を建設します。
●現代社会学部、国際文化学部、こどもスポーツ教育学科の２０１５年４月設置を実
現します。
●名古屋における基盤整備の為、新用地を確保して整備を進めます。
●瀬戸キャンパスの施設設備（合同教室改修、チャペル補修、クラブハウス改築）を
行い、安全で快適な教育・研究環境にします。
●新入生プログラム･ガイダンスの実施（経済学部：熱田区ウォークラリー、商学部：リ
トルワールド、法学部：宝探しin岐阜県岩村、外国語学部：南知多グリーンバレイ、
スポーツ健康学部：スポーツ交流会、リハビリテーション学部：瀬戸市街探訪）
●キャリア形成の支援（能力開発講座、資格講座、インターンシップ）
●情報教育の推進（ノートパソコンを全学生に配布、第１０期電子計算機システム、
パソコン検定講座）
●学内情報システムの整備とＩＴ化の整備促進（ＣＣＳ：キャンパスコミュニケーション
サービス）
●情報検索サービス（電子ジャーナルデータベースの充実）
●国際化推進（長期・中期・短期の留学生派遣、海外協定校からの交換留学生の
受入、インターナショナルラウンジでの語学習得や異文化理解の促進）
●スクールバス運行（無料運行の実施、高蔵寺・瀬戸市駅２路線）
●奨学金の充実（日本学生支援機構奨学金、一般奨学金、緊急奨学金、社会人学
生奨学金、入学生緊急奨学金、入学奨励金等）
●健康診断等（学生定期健康診断、学医診察、学生相談カウンセラー）
●父母懇談会（開催会場：大学、岐阜、四日市、浜松、金沢）
●地域連携センター事業（シティーカレッジ：新あつた学、エシカル＆フェアトレード講
座、楽しく学ぶ写真教室等）
●大学院昼夜開講（さかえサテライト設置・名古屋市栄中日ビル７階：企業経営特別講座等）
目的別事業予算（資金収支の教育研究経費+管理経費+施設関係+
設備関係の各支出の合計）は表のとおりです。

2014年度
予算報告

教育研究振興資金募金にご賛同いただき、ご寄付いただきました皆様方に心から感謝申し上げます。
2013年度後期の募金につきまして、寄付者ご芳名（敬称は略させていただきました）をまとめさせていただきました。
名古屋学院大学では、継続して教育・研究の充実、発展に必要な経費及び施設拡充のため
「教育研究振興資金」へのご協力を広くお願いしております。
これからもご協力をよろしくお願い申し上げます。

匿名希望1件
加藤基弘 古謝克幸 佐々木祥内枝
佐藤勉 山下洋 山森勇
山林準一 市川孝史 市川義行
寺部吉治 次廣幸司 酒井秀明
小原重宏 小澤之成 松枝俊朗
船橋聖史 大石典功 大田達也
中村圭男 藤井浩 藤本幸一
舩橋博 近藤繁生 小穴一夫
川村佳弘 櫻井雅之 二村章裕
匿名希望28件

橋元幸次 山森一雄 長瀬憲八郎
渡辺賢司
村瀬宏規 伊藤嘉彦 伊藤豊
磯村正夫 影目幸次 加山昌弘
加藤望信 岸敏和 吉田真一郎
近藤和利 今荘哲廣 佐藤恵美子
佐藤賢一郎 佐藤清明 小原健司
松岡美江 水上佳名子 盛光昌泰
浅野政司 村瀬吉永 大西真太郎
大藪清 谷田保朗 竹崎誠志
長阪康子 唐沢武彦 南谷孝昭
平塚道治 北原信也 北脇弘士
名倉孝 木村雅美 脇田芳徳
安藤恵二 鬼頭行夫 荒木輝彦
千田敏勝 阿部行雄 奥村稔
蟹江信孝 小林重典 泉憲一
池戸史英 塚本久 匿名希望9件

　募金にご協力頂いた方々の御氏名・金額は銘板
に刻銘し、末永く顕彰いたします。また、コズモラマに
も掲載させていただきます。なお、掲載をご辞退される
方はご面倒ですが募金事務局までお知らせください。
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2
0
1
3
年
12
月
名
古
屋
学
院
大
学

学
長
選
挙
を
実
施
し
、木
船
久
雄
教
授

（
再
任
）を
選
任
い
た
し
ま
し
た
。

任
期
は
2
0
1
4
年
4
月
1
日
〜

2
0
1
7
年
3
月
31
日
。

学
長
再
任
の
お
知
ら
せ

名
古
屋
学
院
大
学
経
済
学
部
長
、商

学
部
長
、ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
長
、リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
長
、大
学
院
経
済

経
営
研
究
科
長
を
新
た
に
選
任
い
た
し

ま
し
た
。

任
期
は
2
0
1
4
年
4
月
1
日
〜

2
0
1
6
年
3
月
31
日
。

学
部
長・研
究
科
長

就
任
の
お
知
ら
せ

第
49
回
理
学
療
法
士
国
家
試
験
結
果
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

学
部
理
学
療
法
学
科
の
学
生
の
皆
さ
ん
は

連
日
夜
遅
く
ま
で
勉
強
に
励
み
、試
験
で
日

頃
の
努
力
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

理
学
療
法
士

国
家
試
験
結
果
報
告

公
開
講
演
会

開
催
の
ご
報
告

Ｎ
Ｇ
Ｕ
教
育
懇
話
会
を
開
催

☆
理
学
療
法
士
国
家
試
験
合
格
率

　
97.6
％（
全
国
平
均
83.7
％
）

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

 11日（水） 学部長表彰

 21日（月） 臨時開講（海の日）
 29日（火） 春学期定期試験
  [～８月７日（木）]

 ７日（木） 春学期授業終了
 ８日（金） 夏季休暇[～９月１８日（木）]
 １９日（火） 集中講義[～９月５日（金）]

11
月

 ３日（月） 臨時開講（文化の日）

１８日（木）  春学期学位授与式
  春学期終了
１９日（金）  秋学期授業開始
  履修登録変更[～２５日（木）]
２３日（火）  臨時開講（秋分の日）

 １１日（土） 瀬戸キャンパス祭
 １３日（月） 臨時開講（体育の日）
 １５日（水） 大学創立記念日
 ２４日（金） プレ大学祭（臨時休講）
 ２5日（土） 

名学大祭 ～

 ２6日（日）

「宇宙」や「世界」を表すCOSMOS（コスモス）と
PANORAMA（パノラマ）との合成語。
19世紀にロンドンの街角でしばしば行われた世
界各地の様子をのぞきみせるショーの名称として
使われたのが最初。世界の動きに興味を持ち、大
きな視点に立ってそれを見渡すことができるよう
にとNGU NEWSの愛称に採用しました。

COSMORAMA（コズモラマ）の由来

Event Information

■父母会総会
開催日：６月21日（土）
場　所：名古屋キャンパス 翼館４階クラインホール
■父母懇談会
開催日時：９月6日（土）、13日（土）

会場
四日市会場
浜松会場
金沢会場
大垣会場

大学会場

９月  6日（土）

四日市都ホテル
オークラアクトシティホテル浜松
金沢都ホテル
ロワジールホテル大垣
名古屋キャンパス
瀬戸キャンパス

日程 開催施設

９月１3日（土）

●２０１4年度 父母懇談会日程

行事予定2014年 6月～11月

第50回 名学大祭
開催日：10月25日（土）、26日（日）
場　所：名古屋キャンパス

第8回 瀬戸キャンパス祭

父母会総会・父母懇談会のご案内

開催日：10月11日（土）
場　所：瀬戸キャンパス

▲昨年度父母懇談会の様子

名古屋学院大学
公式facebookページでも
様々な情報を発信しています。
学生の活動や
キャンパスの様子等を中心に
最新の情報を
発信していますので
ぜひご覧ください。

学術情報
センター 荒木 愛

 あら き あい

大学生活が有意
義なものとなる
お手伝いができ
ればと思います。
よろしくお願いし
ます。

国際
センター 貝沼 理恵

 かい ぬま り え

留学はもちろん、
NGUで留学生と
交流をして海外
を体験するお手
伝いをしたいと
思います。

教育学習
センター 加藤めぐみ

 か とう

皆さんとお会い
できるのを楽し
みにしています。
よろしくお願いい
たします。

リハビリテーション
学部 種田　陽一

たね だ よう いち

就職前の貴重な
4年間となります
ので、悔いの残ら
ない学生生活を
送ってください。

リハビリテーション
学部 笹野 弘美

 ささ の ひろ み

多くの仲間を作
るチャンスです。
自ら行動し、楽し
く充実した大学
生活を送ってくだ
さい。

総務課 紅林 彩音
 くれ ばやし あや ね

昨年のNGU卒業
生なので気軽に
お声掛けくださ
い。全力で大学生
活を楽しんでく
ださい。

法学部 宮坂　清
 みや さか きよし

友や教員と共に
学び、街を歩き、
ときには旅をし、
世界を広く豊か
にしていきましょ
う。

外国語
学部 菅野 光公

 かん の こう こう

私は学生時代、ボ
ートをやりました。
ボート競技のかけ
声を贈ります。
「ヨーイ・ロウ」
さあ漕ぎ出そう

外国語
学部 工藤 泰三

 く どう たい ぞう

日本と世界との
「つながり」を大
事にできる社会
人となれるよう共
に学びましょう。

経済
学部 伊藤　幹

 い とう もとき

スポーツの授業
を担当します。
一緒に身体を動
かせるのを楽し
みにしています。

経済
学部 田中 智麻

 た なか ち ま

学生の間にたく
さんの出会いや
発見があります
ように。
よろしくお願い
いたします。

商学部 岡本　純
 おか もと じゅん

失敗を恐れず、ど
んなことにもチャ
レンジして充実し
た四年間となる
ように頑張ってく
ださい。

企画地域
連携室 早川 祐一

 はや かわ ゆう いち

何事にも積極的に
挑戦してください。
皆さんの大学生活
を全力でサポート
します。

2014年度 新任教員

2013年度 新任職員

2014年度 新任職員

木船 久雄教授
学長
 き ぶね ひさ お

大石 邦弘教授
経済学部長

おお いし くに ひろ

皆川 芳輝教授
商学部長

みな がわ よし てる

野村 良和教授
スポーツ健康学部長
の むら よし かず

藤森 修教授
リハビリテーション学部長

ふじ もり おさむ

笠井 雅直教授
経済経営研究科長
かさ い まさ なお

2013・2014年度
　　　教職員紹介

（学部ごと50音順で掲載）

任新

Information
インフォメーション

12
月
1
日（
日
）、3
月
8
日（
土
）に
名

古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、公
開
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

12
月
1
日（
日
）は
、東
北
学
院
大
学
副

学
長
で
同
大
地
域
共
生
推
進
機
構
長
、

同
大
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
テ
ー
ション
前
所
長

の
佐
々
木
俊
三
氏
を
お
招
き
し
、「
大
学

と
地
域
と
の
関
わ
り
〜
東
日
本
大
震
災
の

経
験
を
も
と
に
〜
」と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演

を
し
て
い
た
だ
き
、講
演
会
終
盤
に
は
名

古
屋
市
熱
田
区
長
の
宮
木
哲
也
氏
に
も

ご
登
壇
い
た
だ
き
ま
し
た
。

3
月
8
日（
土
）は
、講
師
に
テ
レ
ビ
番

組
等
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
も
ご
活

躍
で
同
志
社
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
研

究
科
教
授
の
浜
矩
子
氏
を
お
招
き
し
、

「
国
々
は
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
を
ど
う
生
き
る

か
〜
国
境
無
き
時
代
への
対
応
〜
」と
い
う

テ
ー
マ
で
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
、4
8
0
名
も
の
方
々
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、講
演
後
に
は
活
発
な
質
疑
応

答
が
行
わ
れ
る
な
ど
、大
盛
況
の
う
ち
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

3
月
21
日（
金
）、名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス

に
て
第
3
回
Ｎ
Ｇ
Ｕ
教
育
懇
話
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

Ｎ
Ｇ
Ｕ
教
育
懇
話
会
と
は
、現
在
小
学

校・中
学
校・高
等
学
校
教
員
と
し
て
ご

活
躍
の
同
窓
生
の
方
々
と
の
結
び
つ
き
を

深
め
、情
報
交
換
や
教
職
を
志
す
在
学
生

への
助
言・激
励
、大
学
への
提
言
等
を
も

っ
て
、本
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
目
的
で

発
足
し
た
も
の
で
す
。

第
3
回
目
と
な
る
今
回
は
森
田
耕
治
先

生（
横
須
賀
高
校
校
長
）に
よ
る
基
調
講
演

と
在
学
生
と
卒
業
生
の
懇
親
会
等
を
開

催
。大
変
実
り
の
あ
る
会
と
な
り
ま
し
た
。
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